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回次
第51期

第２四半期
累計期間

第52期
第２四半期
累計期間

第51期

会計期間
自2020年３月１日
至2020年８月31日

自2021年３月１日
至2021年８月31日

自2020年３月１日
至2021年２月28日

売上高 （千円） 20,169,362 19,790,033 39,762,572

経常利益 （千円） 360,271 250,054 477,627

四半期（当期）純利益 （千円） 240,818 158,069 192,704

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 641,808 641,808 641,808

発行済株式総数 （株） 1,264,640 1,264,640 1,264,640

純資産額 （千円） 5,112,204 5,160,419 5,065,084

総資産額 （千円） 18,494,786 18,393,984 18,170,581

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 190.52 125.06 152.45

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 50.00

自己資本比率 （％） 27.6 28.1 27.9

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 365,453 199,192 741,498

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △100,770 △489,917 29,643

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △372,373 31,587 △638,650

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高
（千円） 587,071 568,116 827,253

回次
第51期

第２四半期
会計期間

第52期
第２四半期
会計期間

会計期間
自2020年６月１日
至2020年８月31日

自2021年６月１日
至2021年８月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 81.31 70.37

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社には関連会社がありませんので、持分法を適用した場合の投資利益は記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、当社はスーパーマーケット事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの経営成績の記載を省略して

おります。

（１）財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績の状況

　当第２四半期累計期間（2021年３月１日～2021年８月31日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染

症の長期化により厳しい状況にあるものの、ワクチン接種の進捗、各種政策の効果や海外経済の改善もあって、

徐々に持ち直しの動きが見られました。しかしながら、変異ウイルスの流行による緊急事態宣言等の発令により

社会経済活動の制限が度重なる中、未だに感染症収束の見通しが立たず、個人消費の改善を含めた景気の先行き

は不透明な状況になっております。

　スーパーマーケット業界におきましては、少子高齢化による消費・生産人口の減少、コロナ禍による消費者の

購買行動の変化や働き方の変化、節約志向の高まり、オーバーストア・業種業態を超えた競争の激化など、業界

を取り巻く環境は大きく変化しており、予断を許さない状況が続くと思われます。

　当社はこのような厳しい経営環境の認識のもと、地域顧客のライフラインとしての役割を担いつつ、「商品

力」、「販売力」及び「マーケティング力」の強化に最大限傾注することにより、更なる成長を実現すべく経営

基盤の強化に努めております。

　当事業年度におきましては、感染症長期化の中で、顧客及び従業員の安全・安心確保を最優先とするコロナ禍

への対処に加えて、社会構造の変化や生活様式の変化により多様化する顧客ニーズに的確に対応するため、以下

の重点項目の取り組みにより、事業の継続性・安定性・収益性・成長性の確保を目指しております。

・新デリカセンターの稼働に伴う収益力向上の基盤づくり

・競合他社との優位性を図るための商品力強化（６ＭＤの深耕）

・来店頻度向上を目的とする販売力の強化

・マーケティング力の強化によるストア・ロイヤリティの向上とファミリー顧客層の拡大

・ローコスト運営の徹底と業務効率の改善

・財務体質の強化

　とりわけ、営業面での最重点取組みは、センター機能の再構築による生産性向上と商品力強化を目的として、

新デリカセンター（2021年11月予定）を小樽市銭函の既存デリカセンターと同一敷地内に建設中であります。新

デリカセンターの稼働により、サラダ・生野菜商品などの品揃え拡充を図るとともに、簡便・個食向け商品や付

加価値商品の開発に取組み、商品内製化による収益力向上に向けた体制整備を進めてまいります。

　また、商品面では、お客様にとってより良い食生活の実現を願って作られた６ＭＤの商品コンセプトに基づ

き、顧客の食生活を応援していく方向性を徹底し、６ＭＤの深耕化により競合との優位性を図り、差別化商品の

開発、競争力の向上に努めております。

　当第２四半期累計期間におきましては、繰り返される不要不急の外出自粛要請により巣ごもり消費・内食需要

は継続しており、７月・８月の記録的な猛暑の影響で、果物、惣菜及び涼味関連が好調でありましたが、人流抑

制の影響もあり顧客来店頻度は伸び悩みが続いております。そのため、ID－POSデータ活用による高併売率商品

の拡充、コジカカードと連動した販促提案、パック単価の適正化などに取組み、一人当たり買上点数増及び来店

頻度向上による売上確保に努めてまいりましたが、前年のコロナ禍における休校等による内食特需の反動に加え

て、外出自粛の常態化による客数の低迷及び低価格志向の強まりがあり、売上高は前年同期を下回り減収となっ

ております。

　経費管理面におきましては、前年のコロナ禍における３密回避の販促施策自粛の反動による販売手数料の増加

があったものの、人件費の減少、ＬＥＤ照明等の節電効果及び電力契約見直しによる水道光熱費の削減もあり、

販売費及び一般管理費は前年同期比99.9％となりました。

　これらの結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高197億90百万円（前年同期比1.9％減）、経常利益

２億50百万円（同30.6％減）、四半期純利益１億58百万円（同34.4％減）となりました。

　当第２四半期累計期間における店舗の状況は、新設・閉鎖店舗及び改装店舗は無く、2021年８月31日現在の店

舗数は、34店舗であります。
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②　財政状態の状況

（資産）

　当第２四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末と比較して２億23百万円増加し、183億93百万円

となりました。

　その主な要因は、現金及び預金の減少が２億59百万円、未収入金の減少が71百万円、建物の減少が１億４百万

円であったものの、売掛金の増加が１億74百万円、デリカセンター新設による建設仮勘定の増加が４億95百万円

であったことなどによるものであります。

（負債）

　当第２四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末と比較して１億28百万円増加し、132億33百万円

となりました。

　その主な要因は、１年内償還予定の社債の減少が３億円、短期借入金の減少が３億円、未払金の減少が２億26

百万円であったものの、長期借入金（１年内返済予定を含む）の増加が７億51百万円、未払消費税等の増加が53

百万円、預り金の増加が95百万円であったことなどによるものであります。

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末と比較して95百万円増加し、51億60百万円とな

りました。

　その主な要因は、株主配当金63百万円の支払いがあったものの、四半期純利益１億58百万円の計上により、利

益剰余金が94百万円増加したことなどによるものであります。

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ２億

59百万円減少し、５億68百万円（前事業年度末残高は８億27百万円）となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は１億99百万円（前年同四半期は３億65百万円の獲得）となりました。

　これは主に、売上債権の増加額が１億74百万円であったものの、税引前四半期純利益が２億34百万円、減価償

却費が１億83百万円であったことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は４億89百万円（前年同四半期は１億円の使用）となりました。

　これは主に、定期預金の払戻による収入が11億30百万円であったものの、定期預金の預入による支出が11億30

百万円、有形固定資産の取得による支出が５億９百万円であったことなどによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は31百万円（前年同四半期は３億72百万円の使用）となりました。

　これは主に、短期借入金の純減少額が３億円、長期借入金の返済による支出が７億48百万円、社債の償還によ

る支出が３億円、配当金の支払額が63百万円であったものの、長期借入れによる収入が15億円であったことなど

によるものであります。

（３）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあ

りません。

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 2,416,000

計 2,416,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2021年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年10月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,264,640 1,264,640

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 1,264,640 1,264,640 － －

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年６月１日～

2021年８月31日
－ 1,264,640 － 641,808 － 161,000

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
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2021年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

株式会社桐生興産 札幌市西区西野５条４丁目13－１ 290 22.96

横山　清 札幌市中央区 70 5.53

株式会社北洋銀行 札幌市中央区大通西３丁目７ 62 4.90

田中　寛密 札幌市西区 60 4.74

堀　勝彦 札幌市西区 48 3.79

有限会社まるせん商事 札幌市中央区南２条西23丁目２－21 33 2.61

株式会社北海道銀行 札幌市中央区大通西４丁目１ 30 2.37

千葉　サカヱ 札幌市西区 27 2.18

ノースパシフィック株式会社 札幌市中央区南８条西８丁目523 27 2.13

株式会社桐生商店 札幌市中央区宮の森４条７丁目２－48 22 1.77

計 － 670 53.03

（５）【大株主の状況】

（注）発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて表示して

おります。

2021年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,263,600 12,636 －

単元未満株式 普通株式 440 － －

発行済株式総数 1,264,640 － －

総株主の議決権 － 12,636 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

（注）単元未満株式数には、当社所有の自己株式88株が含まれております。
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2021年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

北雄ラッキー株式会社
札幌市手稲区星置一条二

丁目１番１号
600 － 600 0.05

計 － 600 － 600 0.05

②【自己株式等】

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2021年６月１日から2021年８

月31日まで）及び第２四半期累計期間（2021年３月１日から2021年８月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年２月28日)

当第２四半期会計期間
(2021年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,057,253 1,798,116

売掛金 834,501 1,009,046

商品及び製品 1,464,357 1,528,928

原材料及び貯蔵品 60,118 54,300

前払費用 95,730 102,452

未収入金 466,017 394,520

その他 13,707 13,533

貸倒引当金 △267 △267

流動資産合計 4,991,418 4,900,631

固定資産

有形固定資産

建物 10,435,733 10,437,981

減価償却累計額及び減損損失累計額 △7,020,639 △7,127,492

建物（純額） 3,415,094 3,310,489

構築物 691,589 692,467

減価償却累計額及び減損損失累計額 △585,123 △595,344

構築物（純額） 106,465 97,123

機械及び装置 610 610

減価償却累計額 △530 △550

機械及び装置（純額） 79 59

車両運搬具 7,522 7,522

減価償却累計額 △7,177 △7,263

車両運搬具（純額） 345 259

工具、器具及び備品 509,560 505,450

減価償却累計額及び減損損失累計額 △475,108 △473,279

工具、器具及び備品（純額） 34,451 32,171

土地 6,943,376 6,943,376

リース資産 1,030,282 991,207

減価償却累計額及び減損損失累計額 △866,799 △844,096

リース資産（純額） 163,483 147,111

建設仮勘定 44,062 539,062

有形固定資産合計 10,707,359 11,069,653

無形固定資産

ソフトウエア 86,672 80,733

電話加入権 18,228 18,228

無形固定資産合計 104,901 98,962

投資その他の資産

投資有価証券 190,798 189,941

出資金 479 479

長期前払費用 76,933 71,395

繰延税金資産 443,483 438,506

差入保証金 1,654,059 1,623,627

投資その他の資産合計 2,365,755 2,323,951

固定資産合計 13,178,015 13,492,566

１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

- 9 -

2021/10/13 16:15:37／21771121_北雄ラッキー株式会社_第２四半期報告書



（単位：千円）

前事業年度
(2021年２月28日)

当第２四半期会計期間
(2021年８月31日)

繰延資産

社債発行費 1,147 785

繰延資産合計 1,147 785

資産合計 18,170,581 18,393,984

負債の部

流動負債

買掛金 2,867,084 2,876,956

1年内償還予定の社債 300,000 －

短期借入金 3,850,000 3,550,000

1年内返済予定の長期借入金 1,130,348 1,159,372

リース債務 112,830 103,974

未払金 524,205 298,074

未払費用 288,286 336,955

未払法人税等 71,157 100,815

未払消費税等 29,821 83,299

前受金 19,126 20,479

預り金 549,532 645,428

賞与引当金 120,842 164,539

ポイント引当金 31,461 31,623

流動負債合計 9,894,695 9,371,518

固定負債

社債 300,000 300,000

長期借入金 1,466,558 2,188,878

リース債務 150,675 135,162

退職給付引当金 875,334 876,473

長期預り保証金 277,203 272,633

資産除去債務 63,255 63,691

長期未払金 77,774 25,206

固定負債合計 3,210,802 3,862,046

負債合計 13,105,497 13,233,565
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年２月28日)

当第２四半期会計期間
(2021年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 641,808 641,808

資本剰余金

資本準備金 161,000 161,000

その他資本剰余金 190,215 190,215

資本剰余金合計 351,215 351,215

利益剰余金

その他利益剰余金

別途積立金 2,465,000 2,465,000

繰越利益剰余金 1,588,807 1,683,687

利益剰余金合計 4,053,807 4,148,687

自己株式 △1,939 △1,939

株主資本合計 5,044,891 5,139,771

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 20,192 20,647

評価・換算差額等合計 20,192 20,647

純資産合計 5,065,084 5,160,419

負債純資産合計 18,170,581 18,393,984
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

売上高 20,169,362 19,790,033

売上原価 15,032,938 14,760,120

売上総利益 5,136,423 5,029,913

営業収入

不動産賃貸収入 136,893 132,786

運送収入 446,308 438,627

営業収入合計 583,202 571,414

営業総利益 5,719,625 5,601,328

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 173,400 170,269

配送費 402,867 401,764

販売手数料 252,856 296,251

給料及び手当 1,006,825 1,030,640

賞与引当金繰入額 179,579 164,539

退職給付費用 52,237 50,675

雑給 1,227,947 1,232,139

水道光熱費 385,607 359,395

減価償却費 195,253 183,460

地代家賃 432,860 429,912

その他 1,062,994 1,047,725

販売費及び一般管理費合計 5,372,430 5,366,774

営業利益 347,195 234,553

営業外収益

受取利息 3,777 3,221

受取配当金 7,572 7,365

受取事務手数料 6,852 6,819

助成金収入 1,380 4,078

雑収入 10,832 7,545

営業外収益合計 30,414 29,031

営業外費用

支払利息 14,414 12,475

社債発行費償却 1,927 362

雑損失 996 692

営業外費用合計 17,338 13,530

経常利益 360,271 250,054

特別損失

減損損失 5,740 15,743

固定資産除売却損 1,520 13

特別損失合計 7,260 15,757

税引前四半期純利益 353,011 234,297

法人税、住民税及び事業税 105,939 69,938

法人税等調整額 6,253 6,288

法人税等合計 112,192 76,227

四半期純利益 240,818 158,069

（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 353,011 234,297

減価償却費 195,253 183,460

長期前払費用償却額 7,466 5,900

減損損失 5,740 15,743

賞与引当金の増減額（△は減少） 73,585 43,697

退職給付引当金の増減額（△は減少） △23,480 1,139

ポイント引当金の増減額（△は減少） 38 161

受取利息及び受取配当金 △11,349 △10,586

その他の営業外損益（△は益） △18,068 △17,751

支払利息 14,414 12,475

有形固定資産売却損益（△は益） 1,119 -

固定資産除却損 401 13

売上債権の増減額（△は増加） △35,065 △174,545

たな卸資産の増減額（△は増加） 47,557 △58,753

仕入債務の増減額（△は減少） △101,949 9,872

預り金の増減額（△は減少） 618 95,896

未払消費税等の増減額（△は減少） △16,975 53,477

預り保証金の増減額（△は減少） △1,054 △4,570

その他 △69,142 △161,185

小計 422,117 228,743

利息及び配当金の受取額 8,318 7,994

その他の収入 19,064 18,444

利息の支払額 △13,901 △13,153

その他の支出 △996 △692

法人税等の支払額 △69,150 △42,144

営業活動によるキャッシュ・フロー 365,453 199,192

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,130,000 △1,130,000

定期預金の払戻による収入 1,130,000 1,130,000

有形固定資産の取得による支出 △177,481 △509,300

有形固定資産の売却による収入 371 －

無形固定資産の取得による支出 △2,404 △13,673

差入保証金の差入による支出 △6,092 △2,893

差入保証金の回収による収入 76,046 45,550

その他 8,788 △9,600

投資活動によるキャッシュ・フロー △100,770 △489,917

（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △600,000 △300,000

長期借入れによる収入 1,200,000 1,500,000

長期借入金の返済による支出 △784,153 △748,656

社債の償還による支出 △50,000 △300,000

リース債務の返済による支出 △75,055 △56,628

配当金の支払額 △63,164 △63,127

財務活動によるキャッシュ・フロー △372,373 31,587

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △107,690 △259,137

現金及び現金同等物の期首残高 694,762 827,253

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 587,071 ※ 568,116
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　前事業年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する

仮定について、重要な変更はありません。

前第２四半期累計期間
（自  2020年３月１日

至  2020年８月31日）

当第２四半期累計期間
（自  2021年３月１日

至  2021年８月31日）

現金及び預金勘定 1,817,071千円 1,798,116千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,230,000千円 △1,230,000千円

現金及び現金同等物 587,071千円 568,116千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月27日

定時株主総会
普通株式 63,201 50.0 2020年２月29日 2020年５月28日 利益剰余金

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月25日

定時株主総会
普通株式 63,197 50.0 2021年２月28日 2021年５月26日 利益剰余金

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年８月31日）

配当金支払額

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2021年３月１日　至　2021年８月31日）

配当金支払額

（金融商品関係）

　金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

（有価証券関係）

　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の四半期会計期間末の契約額等は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自2020年３月１日　至2020年８月31日）及び当第２四半期累計期間（自2021年３月１日　

至2021年８月31日）

　当社は、生鮮食料品を中心に一般食料品及びファミリー衣料品を販売の主体とするスーパーマーケット事業の

単一セグメントであるため、記載を省略しております。

前第２四半期累計期間
（自　2020年３月１日

至　2020年８月31日）

当第２四半期累計期間
（自　2021年３月１日

至　2021年８月31日）

１株当たり四半期純利益 190円52銭 125円06銭

（算定上の基礎）

四半期純利益（千円） 240,818 158,069

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 240,818 158,069

普通株式の期中平均株式数（株） 1,264,030 1,263,952

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2021年10月13日

北雄ラッキー株式会社

取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人

札幌事務所

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 林　　達郎

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 菅沼　　淳

監査法人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北雄ラッキー株

式会社の2021年３月１日から2022年２月28日までの第52期事業年度の第２四半期会計期間（2021年６月１日から2021年８

月31日まで）及び第２四半期累計期間（2021年３月１日から2021年８月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、北雄ラッキー株式会社の2021年８月31日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

・  主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・  継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・  四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、

構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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